
−編集と発行−
門 真 市 議 会

No.188
平成29（2017）年

　　　２月１日  　　　
　
　

06-6902-1231
072-885-1231☎   　　　　　　 　（代表）

問

○議案審議等の概要 ………… １～３ページ
　・一般会計補正予算（１）
　・一般会計補正予算（２）、附属機関条例の
　　改正、総合体育館指定管理者の指定など
　・宮本一孝市長に対する決議、人事案件、
　　職員給与・議員報酬の改定、意見書など
○一般質問 …………………… ４～７ページ
○議決結果、議会活動日誌 ……… ８ページ

も  く  じ

議論の対象となっている地域協働センターの建設予定地
　　　　　　 （門真小学校の南校舎跡地）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
修
正
可
決

　
　
　
　
　
　

事
業
検
証
審
議
会
設
置
の
条
例
改
正
は
再
度
否
決

　
　
　
　
　
　

宮
本
一
孝
市
長
に
対
し
注
意
を
促
す
決
議
を
可
決

第4回定例会

　
平
成
２８
年
第
４
回
定
例
会
は
、
１２
月
５
日
に
開
会

し
、「
平
成
２８
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
２６
件
、
議
員
提
出

議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
附
属
機
関
の
設
置
条
例
は
再
度
否
決
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
修
正
可
決
、
そ
の
他
の
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
付
さ
れ
て
い
た
決
算
関
係
議
案
３
件
に
つ

い
て
は
、
認
定
並
び
に
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
１２

月
１６
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

問答
２８
年
度
補
正
予
算
（
１
）

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
））

（
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

三
中
（
仮
称
）
地
域
協
働　
　

　

セ
ン
タ
ー
建
設
凍
結
に
反
対

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
同
セ
ン
タ
ー
の
建
設
凍
結
に
よ
る
市

　
の
負
担
額
に
つ
い
て

・
同
交
付
金
に
お
け
る
今
後
の
手
続
に

　
つ
い
て　
な
ど

問

問

　
門
真
小
の
南
校
舎
跡
地
に
同
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
計
画
し
た
経
緯
は
。

　
門
真
市
自
治
基
本
条
例
第
１６
条
に

規
定
す
る
地
域
会
議
及
び
地
域
で
活

動
す
る
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

地
域
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が
集
い
、

交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
防
災
機
能
を
持
ち
あ
わ
せ
た
施

設
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

計
画
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
三
中
学
校
区
内
に
お

い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
が
建
設
可
能
な

市
有
地
を
総
合
政
策
部
内
で
検
討

し
、
２６
年
８
月
開
催
の
庁
内
で
組
織

し
た
協
働
促
進
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
門
真
小
学
校
南
側
の
土
地
を
候

補
地
と
し
て
示
し
た
。
そ
の
後
、
関

係
部
署
と
調
整
を
重
ね
、
２７
年
２
月

に
都
市
再
生
整
備
計
画
の
門
真
市
古

川
橋
駅
周
辺
地
区
の
基
幹
事
業
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
を
建
設
凍
結
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
説
明
は
。

　

２８
年
１１
月
１５
日
に
第
五
中
学
校

区
、
２８
年
１１
月
１８
日
に
第
三
中
学
校

区
の
地
域
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員

と
の
市
長
懇
談
に
お
い
て
、
説
明
を

行
っ
た
が
、
２８
年
１２
月
１
日
に
第
三

中
学
校
区
地
域
会
議
、
１２
月
５
日
に

第
五
中
学
校
区
地
域
会
議
か
ら
仮
称

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
関
す

る
市
の
考
え
に
承
服
で
き
な
い
旨
の

意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　

補
正
予
算
の
議
決
前
に
同
セ
ン

タ
ー
凍
結
に
伴
う
交
付
金
流
用
理
由

書
を
府
に
提
出
し
た
の
か
。

　
同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う
既
設
建

物
の
除
却
費
用
の
一
部
に
交
付
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
交
付
金
を
府
で
年

度
内
の
事
業
増
減
に
よ
っ
て
、
流
用

手
続
を
行
う
た
め
の
流
用
理
由
書
を

２８
年
１０
月
２８
日
に
府
へ
提
出
し
た
。

　
こ
の
流
用
理
由
書
は
、
正
式
な
流

用
申
請
書
で
は
な
く
、
同
セ
ン
タ
ー

の
凍
結
に
伴
う
事
前
協
議
の
た
め
に

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
の
議
決
は
必
要
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
補
正
予
算
が
否
決
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
流
用
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
は
、
地
方
自
治
法
違
反
で
は
。

　
市
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
建
設
を

凍
結
し
て
い
る
以
上
、
流
用
申
請
書

を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
議
決

を
踏
ま
え
な
い
中
で
提
出
す
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

上
の
想
定
す
る
趣
旨
に
合
致
せ
ず
、

違
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答 答

答

（
修
正
内
容
）
議
案
第
８２
号
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

附
属
機
関
の
設
置
及
び

　
　
　
　
　
　

第
三
中
学
校
区
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
　

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
建

　
　
　
　
　
　

設
凍
結
に
係
る
予
算
を

　
　
　
　
　
　

修
正

（
議
決
結
果
）
原
案
及
び
修
正
案
に
反

　
　
　
　
　
　

対
・
賛
成
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　
　

修
正
案
及
び
修
正
議
決

　
　
　
　
　
　

し
た
部
分
を
除
く
そ
の

　
　
　
　
　
　

他
の
部
分
の
原
案
を
可

　
　
　
　
　
　

決



議 会 だ よ り 平成29年2月1日　（2）　

問

問 問

問

問問

（
民
生
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

２９年春にオープン予定の市立総合体育館

　

門
真
の
ま
つ
り
の
あ
り
方
を　

　

検
討
す
る
懇
話
会
を
設
置

答 答

答

答

機
構
改
革
を
実
施

事
業
検
証
審
議
会
設
置
の

条
例
改
正
案
を
再
度
否
決

問 問
２８
年
度
補
正
予
算
（
２
）

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
））

　
門
真
の
ま
つ
り
検
討
事
業
の
内
容

は
。

　
校
区
門
真
ま
つ
り
を
初
め
、
市
内

で
活
躍
し
て
い
る
各
種
団
体
等
が
実

施
主
体
や
協
力
団
体
に
な
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
状
況
等
を
把
握

す
る
た
め
、
２９
年
度
の
事
業
化
に
向

け
、
仮
称
門
真
の
ま
つ
り
懇
話
会
を

設
置
し
、
意
見
聴
取
・
検
証
等
を
行

い
、
ま
ず
は
、
ま
つ
り
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
新
た
に
検
討
を
進
め
る
ま
つ
り
と

校
区
門
真
ま
つ
り
と
の
関
係
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
検
討
を
進
め
る
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
門
真
の
郷
土
愛
を
育
む
と
と
も

に
、
市
民
と
し
て
の
意
識
を
高
め
、

市
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

な
ど
、
市
民
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
る

と
期
待
し
て
い
る
。
市
・
市
民
・
企

業
等
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
ま
つ

り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
校
区
門
真

ま
つ
り
と
の
共
存
・
統
合
、
融
和
さ

せ
ら
れ
る
か
等
に
つ
い
て
も
、
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
措
置
期
間

　
を
前
倒
し
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
就
労
支
援
等
事
業
と
就
労
意
欲
喚
起

　
支
援
事
業
の
再
編
に
つ
い
て　
な
ど

　
門
真
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
実
施

す
る
事
務
事
業
の
継
続
の
可
否
を
検
証

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の

調
査
審
議
に
関
す
る
事
務
を
担
任
す
る

門
真
市
事
務
事
業
継
続
検
証
審
議
会
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
附
属
機
関
の
委

員
の
報
酬
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、　　

　
　
　
　
　
　

 

賛
成
少
数
で
否
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

　
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
２９
年
１
月
中
旬
ご
ろ
に
は
第
１
回

の
審
議
会
を
開
催
し
、
当
該
審
議
会

に
諮
問
を
し
て
、
各
種
資
料
に
よ
る

調
査
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
、
職
員

へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
２９
年
６
月
ご
ろ
を
目

途
に
検
証
結
果
の
答
申
を
提
出
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
月
に
２
回
を
想
定
し
て
お
り
、

２８
年
度
に
は
６
回
、
２９
年
度
に
は
６

回
か
ら
８
回
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
審
議
会
設
置
が
未
決
定
の
中
、
審

議
対
象
の
三
中
校
区
の
地
域
協
働
セ

ン
タ
ー
建
設
凍
結
の
方
針
を
示
し
た

こ
と
は
矛
盾
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
審
議
会
は
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
、
法
的
リ
ス
ク
等
を
確

認
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
の
適
正
な
時
期
で
行

う
政
策
判
断
と
審
議
会
と
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
審
議
会
委
員
の
構
成
・
人
選
の
考
え

・
対
象
事
業
数
に
つ
い
て　
な
ど

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

　
連
携
を
条
件
に
し
た
理
由

・
安
全
管
理
上
の
人
員
配
置　
な
ど

市
立
総
合
体
育
館　
　
　

　
　

指
定
管
理
者
を
決
定

　
門
真
市
立
総
合
体
育
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

（
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

　
指
定
管
理
者
の
候
補
団
体
に
選
ば

れ
た
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
・
近
鉄
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
が
、
他
の
団
体

よ
り
す
ぐ
れ
て
い
た
点
は
。

　
本
体
育
館
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
誰
も
が
身
近
に
利
用
し
や
す
い

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
拠
点
を
よ
く
理

解
し
、
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
カ
ー
ド

や
施
設
無
料
開
放
デ
ー
、
ま
た
、
企

業
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
ま
ず
は
一
度
体
育
館

に
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
重
視
し
た
提
案

内
容
で
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め

の
手
法
な
ど
、
提
案
が
よ
り
具
体
的

で
あ
っ
た
こ
と
が
他
団
体
よ
り
も
す

ぐ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
検
討

内
容
は
。

　
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
要
素
を
含
ん
だ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
提
案
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
門
真
市
事
務
分
掌
条
例
の
全
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
連
携
強
化
及
び

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
こ
ど
も
部
を
市
長
部
局
に
置
く
こ
と

　
に
よ
る
変
更
点
と
メ
リ
ッ
ト

・
公
民
協
働
課
を
な
く
す
こ
と
の
考
え

　
方
に
つ
い
て　
な
ど

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

　
機
構
改
革
の
編
成
目
的
は
。

　
２９
年
４
月
１
日
実
施
予
定
の
機
構

改
革
は
、
２６
年
４
月
に
実
施
し
た
機

構
改
革
の
後
に
生
じ
た
新
た
な
行
政

課
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織

の
再
構
築
を
行
い
、
と
り
わ
け
地
域

の
連
携
強
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
家
庭
支
援
の

強
化
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化

対
策
な
ど
に
迅
速
か
つ
着
実
に
実
践

で
き
る
体
制
と
し
、
な
お
か
つ
少
数

精
鋭
に
よ
る
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行

政
組
織
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
事
務
事
業
継
続
検
証
審
議
会
で
審

議
を
せ
ず
に
、
機
構
改
革
を
す
る
の

な
ら
同
審
議
会
は
不
要
で
は
な
い
か
。

　
２９
年
４
月
１
日
の
予
定
の
機
構
改

革
は
、
実
施
し
て
い
る
事
業
等
に
つ

い
て
の
法
的
リ
ス
ク
等
を
確
認
す
る

た
め
の
同
審
議
会
の
趣
旨
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
及
び
家
庭
支
援
の
強
化
、人
口
減
少
、

少
子
・
高
齢
化
の
課
題
等
に
迅
速
か
つ

着
実
に
対
応
で
き
る
行
政
組
織
を
構
築

す
る
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）  

反
対
討
論
の
後
、　
　

　
　
　

   　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

答

答答

答

討
論
の
内
容

・
自
治
基
本
条
例
違
反
の
疑

　
い
が
あ
る
こ
と

・
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
の
建

　
設
凍
結
を
事
業
検
証
審
議

　
会
で
審
議
せ
ず
に
一
方
的

　
に
決
定
し
た
こ
と

・
建
設
凍
結
を
承
服
で
き
な

　
い
と
の
意
見
書
を
地
域
会

　
議
が
提
出
し
た
中
で
、
交

　
付
金
を
減
額
す
る
補
正
予

　
算
を
提
案
し
た
こ
と

・
議
会
の
議
決
を
経
ず
、
府

　
に
交
付
金
の
流
用
理
由
書

　
を
提
出
し
、
地
方
自
治
法

　
違
反
の
疑
い
が
あ
る
こ
と

※
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、

　
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
７
号
）
に
対

　
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ

　
ま
し
た
。

指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

施　
設　
名　
門
真
市
立
総
合
体
育
館

指
定
管
理
者　
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
　
　
近
鉄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ

指 

定 

期 

間　
２９
年
１
月
１８
日
～

　
　
　
　
　
　
３４
年
３
月
３１
日

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

か
ら
あ
り
、「
誰
も
が
身
近
に
利
用
し

や
す
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
拠
点
」

と
い
う
本
体
育
館
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
う
も
の
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト

実
施
に
向
け
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
同
実
行
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
か

ら
の
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
引
き

続
き
検
討
を
重
ね
、
盛
大
な
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
限
り
早
期
の
供
用
開
始
を
考
え
て

お
り
、
２９
年
４
月
末
ご
ろ
の
開
催
が

で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
と
調
整

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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次
の
４
件
の
人
事
案
件
は
、
任
期
満

了
に
伴
い
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
い

ず
れ
も
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
門
真
市
上
島
町
４
番
１５
号

西に
し 

川か
わ　

和か
ず 

彦ひ
こ

　
門
真
市
島
頭
４
丁
目
１１
番
８ 

号

土つ
ち 

川か
わ　

好よ
し 

子こ

　
門
真
市
三
ツ
島
１
丁
目
１
番
１６
号

畑は
た　

智ち 

恵え 

子こ

　
門
真
市
大
倉
町
８
番
３０-

５
号

佐さ 

野の　

幸ゆ
き 

雄お

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
勧
告
及
び
府
内
各
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
２８
年
度
分
か
ら
①
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
つ
い
て
平
均
０
・
２
％
の
引

き
上
げ
、
②
一
般
職
の
職
員
の
勤
勉
手

当
に
つ
い
て
年
間
０
・
１
月
分
の
引
き

人
事
案
件
に
同
意

宮
本
一
孝
市
長
に
対
し　
　
　
　
　

　
　
　
　

注
意
を
促
す
決
議
を
可
決

　
１２
月
１６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
宮

本
一
孝
市
長
に
対
し
注
意
を
促
す
決
議

が
３
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
反
対
・
賛
成
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

職
員
と
議
員
の　
　
　
　

　
　
　
　

給
与
等
を
改
定

上
げ
、
ま
た
議
員
及
び
特
別
職
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
も
年
間
０
・
１
月
分
の

引
き
上
げ
、
③
任
期
付
常
勤
職
員
の
給

料
に
つ
い
て
１
５
０
０
円
の
引
き
上
げ

な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
伴
う
補
正
予
算
４
件
を
含

む
計
５
議
案
は
、
関
係
各
常
任
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
に
お
い
て

全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

宮本一孝市長に対し注意を促す決議
　第４回定例会（１２ 月議会）の総務建設常任委員会において、自治基本条例に基づく地
域会議の設置や、地域協働センター建設に向け地域との協議や調整を行ってきた参与及び
地域調整官に対し、市長自らが １１ 月 １８ 日に要綱廃止に基づく「解職」を一方的に通告し、
わずか２週間足らずの １１ 月 ３０ 日付けで「解職」したことが、労働基準法第 ２０ 条に抵触
するのではないかとの議論が行われた。
　これに対し、参与及び地域調整官は「労働者性の低い勤務態様であり、労働基準法を始
めとした労働諸法にも該当しないことから、違法性はないものと認識している」との答弁
を行ったが、その後市が行った法律相談に対し、弁護士が９月８日付で「本件で、一概に
労働者性の有無を回答するのは難しい」と回答したことが明らかになった。
　こうした中で、「解職」された元参与及び元地域調整官から、今回の解職が労働基準法
に違反していないかどうか、労働基準監督署に相談、告発する旨を記した「私たち二人の
解職 ( 要綱の廃止 ) に対する法令遵守の究明の徹底と門真市政の発展、住民自治の進展、
及び職員が自由にモノが言える環境の整備、並びに職員が働き甲斐をもって仕事ができる
執行機関となるための議会審議に引き続きご尽力を賜りますことについて（お願い）」が、
１２ 月 １４ 日付で議長及び各議員宛に出され、同日労働基準監督署に相談、解職に当っては、
労働基準法第 ２０ 条の違反に該当するので、解雇予告手当を請求ができる旨の指導を受け
たことを踏まえ、同日付で宮本一孝市長に対し、解雇予告手当の請求が行われた。
　以上の経過を見るならば、宮本市長が法律相談の結果について説明を受け、労働基準法
違反の可能性が高いと知ったうえで、二人に「解職」を通告したものと考える。
　こうした事態の背景に、地域会議の意向を無視し、審議会の審査対象であると答弁して
おきながら、審議会の設置審査がまだ承認されてないのに意思決定を行った地域協働セン
ター建設の凍結、議会の議決を無視した関連の補正予算の提案など、市民と議会を無視す
る姿勢があり、「最高規範性を有する」とした門真市自治基本条例の軽視があることは疑
う余地はない。
　このような宮本市長の姿勢と、自らによるコンプライアンス破壊は、議会として到底看
過できない。
　よって、門真市議会は、宮本一孝市長に対し猛省を促すとともに、その責任を強く問う
ものである。
　以上決議する。

　
本
委
員
会
は
、
１１
月
８
～
９
日
に
佐

賀
県
鳥
栖
市
に
お
け
る
う
ら
ら
ト
ス
２１

プ
ラ
ン
（
鳥
栖
市
健
康
増
進
計
画
）、

長
崎
県
長
崎
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
常
任
委
員
会

鳥栖市での視察の様子

　

本
委
員
会
は
、
１１
月
８
～
９
日
に

滋
賀
県
長
浜
市
に
お
け
る
新
庁
舎
建

設
、
静
岡
県
浜
松
市
に
お
け
る
地
震
・

津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
３
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。 総

務
建
設
常
任
委
員
会

長浜市での視察の様子

　
本
委
員
会
は
、
１１
月
１４
～
１５
日
に
東

京
都
足
立
区
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
、
東
京
都
立
川
市
に
お
け
る
学
力

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

文
教
常
任
委
員
会

立川市での視察の様子

議会活動の一層の充実のため
先進地の優れた行政を視察

常　任　委　員　会
管　外　行　政　調　査

意見書を可決

　本市議会では、以下の「ホームドアの設置促進を求める意見書」のほか、「地方
議会議員の厚生年金への加入を求める意見書」を可決し、その内容の実現を求める
ため、政府関係機関等へ送付しました。

※意見書とは、地方公共団体の公益に関する事件に関し、地方公共団体の議会の意
　思を意見としてまとめた文書のことです。地方自治法第 ９９ 条には、「地方公共団
　体の議会は、当該地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係
　行政庁に提出することができる」と規定されています。

ホームドアの設置促進を求める意見書

　本年８月、東京メトロ銀座線青山一丁目駅で、盲導犬を連れていた視覚障がい者
の男性がホームから転落し死亡するという大変痛ましい事故があった。また、その
対策に動き出していた矢先、１０ 月には、近鉄大阪線河内国分駅で、全盲の男性が
ホームから転落し特急電車にはねられ亡くなるという事案が発生した。
　現在、１日に １０ 万人以上の乗降客がある全国 ２５１ 駅のうちホームドアが設置さ
れている駅は ７７ 駅にとどまっている。また平成 ２８ 年３月末現在、全国約 ９５００ 駅
のうちホームドアの整備が完了しているのは ６６５ 駅である。駅の安全対策の観点か
らも列車との接触や転落防止に効果が高いホームドアや転落防止柵の設置は急務で
ある。
　よって政府においては、視覚障がい者を初め駅利用者が安心して駅ホームを利用
できるよう、ハード、ソフト両面における総合的な転落事故防止対策の検討を急ぐ
とともに、駅ホームのさらなる安全性向上に向け、下記の事項について取り組むこ
とを強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　ホームドアの設置に当たっては、全ての鉄道駅ホームの危険箇所の実態調査を
　速やかに行うこと。とりわけ、転落の危険性が高い駅については、現在計画中の
　駅とあわせて、速やかな設置を実現すること。

２　ソフト面の対応として、希望者への駅係員のアテンドや、一般旅客に対する誘
　導案内、さらには視覚障がい者への積極的な声かけ等事故を未然に防ぐ対策を強
　化すること。
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調
査
業
者
の
リ
サ
ー
チ
で
は
、
全

国
で
約
４
万
２
０
０
０
カ
所
の
路
面
下

の
空
洞
信
号
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

市
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
路
面
下
空

洞
調
査
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
同
調
査
の
検
討
を
進

め
て
き
た
が
、
市
道
に
お
い
て
小
規
模

な
陥
没
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
調
査

の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
。
市
内

で
は
、
２５
年
度
に
国
が
国
道
１
６
３
号

を
調
査
し
、
２７
年
度
に
府
が
大
阪
中
央

環
状
線
を
調
査
し
て
い
る
。

（緑風クラブ）
今田　哲哉

岡本　宗城
（公明党）

安
全
・
安
心
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
保
に
つ
い
て

門
真
市
参
与
と

地
域
調
整
官
に
つ
い
て

陥没し、穴が開いた道路

春田　清子
（公明党）

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
を
制
定
し
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
始
め
た
が
、
本
市
に
お
け
る
地
方

創
生
推
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　

本
市
は
、
２７
年
１０
月
に
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
。
子
育
て
世

帯
を
初
め
、
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

促
進
と
と
も
に
、
幸
福
度
指
標
の
視
点

も
取
り
入
れ
、
住
ん
で
幸
せ
を
実
感
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
地
方
創
生
関
連
交
付
金
を
活
用
し

た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
労
働
基
準
法
で
は
、就
業
の
場
所
、

始
業
・
終
業
の
時
刻
、
休
憩
時
間
、
所

定
労
働
時
間
を
超
え
る
労
働
の
有
無
、

休
日
等
に
関
す
る
事
項
を
明
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
参
与
及
び
地
域

調
整
官
に
は
こ
れ
ら
の
規
定
が
な
い
。

ま
た
、
両
職
は
１
週
間
に
つ
き
４
日
以

内
及
び
２９
時
間
以
内
の
勤
務
で
、
報
酬

は
日
額
２
万
２
０
０
０
円
と
他
の
職
員

に
比
べ
著
し
く
高
額
で
あ
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
労
働
者
性
が
低
い

と
判
断
し
た
。

　
　
弁
護
士
へ
相
談
し
た
際
、
弁
護
士

は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
の
か
。

　
　
要
綱
を
提
示
し
、
任
用
等
の
状
況

説
明
の
結
果
、
指
示
命
令
系
統
や
拘
束

時
間
の
規
定
が
な
く
、
報
酬
も
高
く
、

労
働
者
性
が
低
い
た
め
、
労
働
基
準
法

は
適
用
さ
れ
な
い
と
の
判
断
で
あ
っ

た
。

　
　
参
与
及
び
地
域
調
整
官
は
２８
年
１１

月
３０
日
に
解
職
さ
れ
た
が
、
解
職
に
至

る
ま
で
の
経
過
は
。

　
　
地
域
会
議
の
範
囲
や
地
域
会
議
の

あ
り
方
を
含
め
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
中
学
校
区
で
の
地
域
会
議
の

設
立
等
の
支
援
は
所
期
の
目
的
を
達
し

た
と
の
結
論
に
至
り
、
関
係
要
綱
を
廃

止
し
、
解
職
辞
令
を
交
付
し
た
。

　
　
参
与
及
び
地
域
調
整
官
を
労
働
基

準
法
等
の
適
用
外
で
あ
る
労
働
者
性
が

低
い
勤
務
形
態
と
判
断
し
た
経
緯
は
。

　
　

密
集
市
街
地
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
住
宅
市
街
地
総
合
整
備

事
業
等
に
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

大
和
田
茨
田
線
の
拡
幅
は
従
来
の
手
法

で
実
現
可
能
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
既

存
手
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
最
適
な
手
法
で
事
業
展
開
し

な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
進
ま
な
い

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
大
和
田
茨
田
線
の
拡
幅
は
、
道
路

事
業
の
手
法
で
進
め
る
方
針
で
あ
る
が
、

多
く
の
地
権
者
に
合
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
事
業
完
了
に
は
長
期
間
必

一般質問
　12月１5日 、１6日の本会議において 、１6名の議員が市政に
対する質問を行いました。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。（通告順）
　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.city.
kadoma.osaka.jp/shigikai/) 内の会議録検索及び各議員のホームページをごらん
ください。
※第４回定例会（28年12月）の会議録は３月初旬に掲載する予定です。

　市議会ホームページでは、本会議録画
中継を閲覧できます。
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吉水　丈晴
（緑風クラブ）

　
市
に
お
い
て
も
地
域
緊
急
交
通
路
の

優
先
的
な
調
査
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
府
の
点
検
要
領
や
他
市
の
事
例

等
を
参
考

に
国
の
交

付
金
活
用

も
視
野
に

入
れ
、
実

施
に
向
け

た
検
討
を

し
て
い
く
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
輸
送

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
市
内
の
防
災
備
蓄
倉
庫
か
ら
指
定

避
難
所
へ
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
１０
月
に
は
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
東
北
支

部
と
訓
練
を
実
施
し
た
。
今
後
も
多
重

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
り
、
円
滑
な

輸
送
体
制
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
交
付
金
は
複
数
年
度
で
の
活
用
や

ハ
ー
ド
面
で
の
活
用
も
可
能
で
あ
り
、

現
在
、
具
体
的
な
対
象
事
業
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
内
容

と
実
施
時
期
は
。

　
　
同
医
療
費
助
成
の
拡
充
は
、
本
市

の
魅
力
を
高
め
る
等
必
要
な
施
策
と
考

え
、
通
院
・
入
院
と
も
所
得
制
限
を
設

け
ず
、
高
校
卒
業
（
１８
歳
）
ま
で
の
拡

充
に
向
け
、
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
利
用
者
支
援
事
業
や
産
前
産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
等
、
今
後
の
施
策
展
開
を

検
討
し
、３２
年
度
末
の
設
置
を
目
途
に
、

関
係
各
課
と
協
議
し
、
切
れ
目
な
い
支

援
体
制
を
順
次
構
築
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

要
で
あ
る
。
国
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
実
情

に
合
っ
た
手
法
が
あ
れ
ば
、
既
存
手
法

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
進
め
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
り
、
利
便

性
の
向
上
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、

市
道
の
つ
け
か
え
も
視
野
に
入
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
設
置
の
照
明
は
、
街
路
灯
や
防

犯
灯
等
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
設
置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
の
照
明
は
、
設
置
場
所
や
用

途
、
維
持
管
理
面
等
を
考
慮
し
て
器
具

の
選
定
を
行
っ
て
お
り
、建
物
の
新
築・

改
修
の
際
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
移
行

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
犯
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

型
へ
の
切
り
か
え
を
奨
励
し
、
道
路
や

公
園
の
照
明
も
、
２９
年
度
か
ら
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
切
り
か
え
に
向
け
、
手
続
を
進

め
て
い
る
。

問

問

問

問答

答 答

答

問答

問問

問

答答答

問

問答 答 問答

内海　武寿
（公明党）

民
課
前
モ
ニ
タ
ー
や
市
広
報
紙
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ

注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　
　
通
話
録
音
装
置
や
過
去
に
振
込
詐

欺
等
で
使
わ
れ
た
番
号
か
ら
の
着
信
の

際
に
自
動
で
電
話
を
切
る
装
置
の
使
用

は
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
装
置
使

用
の
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
補
助
制
度
等
、
他
市
の
動
向
を
踏

ま
え
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
装
置
の
活

用
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

　
　
市
民
が
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　
各
種
団
体
や
地
域
等
の
要
請
に
よ

り
、
出
向
い
て
実
施
し
て
い
る
「
く
ら

し
の
講
座
」
の
回
数
を
ふ
や
し
て
対
応

し
て
い
る
。
２８
年
度
に
つ
い
て
は
、
大

阪
弁
護
士
会
か
ら
提
供
を
受
け
た
「
訪

問
取
引
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
同

講
座
で
配
付
し
た
。

特
殊
詐
欺
被
害
の

防
止
対
策
に
つ
い
て

問 問答 答

　
　
本
市
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

状
況
は
。

　
　
大
阪
府
警
が
開
設
し
た
お
お
さ
か

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
情
報
共
有
を
行
い
、
市
民
へ
の
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
府

内
の
被
害
状
況
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
市

問答問答
　
　
還
付
金
詐
欺
被
害
に
つ
い
て
は
、

２７
年
度
は
１７
件
、
被
害
額
約
３
４
０
０

万
円
、
２８
年
度
は
１２
月
９
日
現
在
で
３

件
、
被
害
額
約
７
７
０
万
円
で
あ
る
。
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ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故

な
ど
に
よ
る
急
ブ
レ
ー
キ
等
の
衝
撃
を

受
け
る
と
、
そ
の
前
後
の
映
像
や
走
行

デ
ー
タ
を
記
録
す
る
装
置
で
あ
り
、
こ

れ
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
全
意
識
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　
　
同
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
着
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
故
発
生
原
因
の
客
観
的
判

断
材
料
と
な
る
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

危
険
行
為
の
証
拠
に
も
な
る
た
め
、
安

全
運
転
を
心
が
け
、
事
故
が
減
少
し
た

と
の
報
告
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
レ

　
　
各
中
学
校
区
の
学
校
支
援
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る
主
な
取
り
組
み
は
。

　
　
花
の
植
栽
や
通
学
路
の
安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
講

演
会
等
の
ほ
か
、
学
校
支
援
活
動
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域

の
祭
り
な
ど
の
校
区
活
動
に
も
積
極
的

に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
と
学
校
を
結

ぶ
調
整
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た

七
中
の
同
協
議
会
の
取
り
組
み
は
。

　
　
福
島
県
の
被
災
地
の
中
学
生
を
招

き
、
校
区
の
中
学
生
や
住
民
と
の
交
流

堀尾　晴真
（日本共産党）

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を

　
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
身
近
な
相
談
相
手
と

な
れ
る
よ
う
、
職
員
研
修
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
主
催
の
研
修
に
加
え
、
２７
年
度

は
９
人
、
２８
年
度
は
２
人
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
に
参
加
し

た
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
市
民
へ
の
対

応
に
加
え
、
雇
用
管
理
上
も
必
要
で
あ

り
、
今
後
も
高
い
人
権
意
識
を
身
に
つ

　
　
現
在
、
中
町
地
区
の
旧
ダ
イ
エ
ー

跡
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
へ
の
５
億
円
も
の
助
成
金
支
出

に
つ
い
て
、
国
か
ら
「
除
却
を
伴
う
こ

と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

満
た
し
て
い
る
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
た
だ
し
た
が
、
そ
う

で
は
な
く
、「
建
て
か
え
を
促
進
す
べ

き
建
築
物
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
の

か
を
問
わ
れ
た
も
の
」
と
答
弁
し
た
。

国
・
府
と
の
協
議
の
具
体
的
な
時
期
と

コ
ー
ダ
ー
の
装
着
は
、
不
適
切
な
運
転

や
事
故
の
抑
制
の
た
め
の
一
つ
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
公
用
車
に
も
同
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装

着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
及
び

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
お
け
る
自
己
責
任

の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

安
全
運
転
意
識
及
び
運
転
マ
ナ
ー
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
現
在
、
公
用
車
１
３
２
台
中
、
１９

台
に
同
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
て
い

る
。
未
装
着
の
公
用
車
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
車
両
入
れ
か
え
時
、
ま
た
は
、

リ
ー
ス
契
約
の
更
新
時
に

検
討
し
て
い
く
。
今
後
も

不
慮
の
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
職
員
に
対
し
安
全

運
転
を
心
が
け
る
よ
う
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

　
　
市
長
は
、「
こ
ど
も
未
来
部
」を「
こ

ど
も
部
」
と
し
、
市
長
部
局
に
移
す
こ

と
を
示
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
進
め
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
な
が
る
要
因

の
一
つ
と
し
て
若
年
出
産
等
に
よ
り
生

活
基
盤
が
安
定
し
な
い
こ
と
が
人
間
形

成
、
学
力
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
要
因

と
捉
え
て
お
り
、機
構
改
革
実
施
後
は
、

福
祉
部
門
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　
東
京
都
足
立
区
で
は
、
窓
口
に
相

談
に
来
た
人
が
別
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
た
際
は
、
本
人
の

承
諾
を
得
て
、「
つ
な
ぐ
」シ
ー
ト
を
作

成
し
、
関
係
部
署
等
に
つ
な
い
で
い
る

が
、
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

先
行
市
の
事
例
も
研
究
し
つ
つ
、

施
策
推
進
を
図
る
。

内
容
は
。

　
　
協
議
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
正

確
な
時
期
や
詳
細
な
内
容
は
確
認
で
き

な
い
。

　
　
市
民
か
ら
の
空
き
家
等
に
関
す
る

要
望
へ
の
対
応
状
況
と
「
空
き
家
特
措

法
」
に
基
づ
く
計
画
策
定
の
考
え
は
。

　
　
要
望
が
あ
れ
ば
、
現
地
調
査
を
行

い
、
所
有
者
等
に
対
し
適
正
管
理
を
指

導
し
て
い
る
。「
空
き
家
特
措
法
」
に

基
づ
く
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
空

き
家
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
危
険
度
も
把
握
し
今
後
優
先
度
を
判

断
の
上
、
指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
空
き
家
等
対
策
の
基
本
方
針
を
定
め

る
計
画
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
　
「
門
真
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
第
２
章
」
に
お
い
て
、「
充

実
し
て
ほ
し
い
子
育
て
支
援
策
」
の
項

目
で
は
、「
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

援
助
の
拡
充
」
を
望
む
声
は
、
小
学
生

を
持
つ
保
護
者
で
は
１
番
目
、
就
学
前

児
童
を
持
つ
保
護
者
で
は
２
番
目
に
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
憲
法
第
２６
条
に
は
、「
義
務

教
育
は
無
償
と
す
る
」
と
あ
り
、
市

長
も
就
任
挨
拶
で
、「
子
ど
も
へ
の
施

策
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
し
や
す
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ

　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
施
行
に
よ

り
、
２
０
１
４
年
８
月
に
国
で
は
「
大

綱
」
が
策
定
さ
れ
、
府
で
は
「
大
綱
」

に
基
づ
い
た
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
計
画
を
受
け
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
実
施
や
中
学
校
給
食
の
導
入
、
子

ど
も
悩
み
相
談
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

設
置
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
４
月
に
は
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ

の
後
７
月
に
は
府
と
共
同
で
子
ど
も
の

り
、
市
民
の
皆
様
に
定
住
し
続
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
施
策
を
推
進
」
と
述
べ

た
こ
と
か
ら
、
一
層
の
子
育
て
応
援
施

策
と
し
て
、
当
面
は
小
学
校
の
学
校
給

食
無
償
化
の
実
現
を
求
め
る
が
、
市
の

見
解
は
。

　
　
他
市
で
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い

る
事
例
は
把
握
し
て
お
り
、
給
食
費
の

無
償
化
に

つ
い
て
は
、

家
庭
の
負

担
を
軽
減

す
る
こ
と

に
効
果
が

あ
る
も
の

と
考
え
ら

れ
る
が
、

今
後
、
調

査
・
研
究

す
る
。

亀井　　淳
（日本共産党）

福田　英彦
（日本共産党）

学
校
支
援
協
議
会
に
つ
い
て 豊北　裕子

（日本共産党）

中道　　茂
（自由民主党）

池田　治子
（自由民主党）

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

け
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
同

性
カ
ッ
プ
ル
を
「
結
婚
に
相
当
す
る
関

係
」
と
認
定
す
る
条
例
や
要
綱
を
策
定

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
具
体
的
取

り
組
み
が
徐
々
に
広
が
っ
て
き
て
い
る

が
、
市
民
の
意
識
や
関
心
は
ま
だ
低
い

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
先
進

市
の
事
例
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
調

査
研
究
す
る
と
と
も
に
啓
発
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
年
５
回
実
施
し
て
い
る
門
真
市
人

権
講
座
「
と
も
に
生
き
る
」
の
中
で
、

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
）
な
ど
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
保
障

に
つ
い
て

旧
ダ
イ
エ
ー
跡
地
に
建
設
中
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
根
拠
の
な
い

５
億
円
の
助
成
金
支
出
に
つ
い
て

危
険
な
老
朽
家
屋
及
び

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

事
業
の
ほ
か
、
地
域
を
挙
げ
て
盛
り
上

げ
た
新
成
人
の
集
い
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
　
地
域
会
議
が
実
施
し
て
き
た
子
育

て
・
教
育
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
子
育
て
・
教
育
分
野
で
子
育
て
サ

ロ
ン
等
の
取
り
組
み
を
さ
れ
、
他
の
分

野
で
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
創
意
工
夫

を
重
ね
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の

今
後
の
考
え
は
。

　
　
地
域
会
議
の
活
動
拠
点
は
、
各
種

事
業
を
展
開
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
意
見
を

聞
き
、引
き
続
き
説
明
を
重
ね
な
が
ら
、

既
存
の
公
共
施
設
等
の
活
用
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
民
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答 問

問答

問問答 答

答 答問 問

問答

答

問問 答答
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教
育
委
員
会
制
度
改
正
の
背
景
や

変
更
点
は
。

　
　
教
育
委
員
会
の
危
機
管
理
に
お
け

る
課
題
や
、
不
十
分
な
民
意
の
反
映
等

が
指
摘
さ
れ
る
中
、
い
じ
め
自
殺
事
件

へ
の
対
応
を
背
景
に
制
度
改
正
が
さ
れ

た
。
変
更
点
は
①
首
長
よ
り
任
命
さ
れ

る
新
教
育
長
の
設
置
、
②
教
育
委
員
に

よ
る
教
育
委
員
会
会
議
の
招
集
等
、
③

総
合
教
育
会
議
の
設
置
、
④
地
域
の
民

意
を
代
表
す
る
首
長
に
よ
る
教
育
に
関

す
る
大
綱
の
策
定
、
の
４
点
で
あ
る
。

　
　
「
政
治
的
中
立
性
の
確
保
」
の
考

程
に
反
し
て
『
市
が
保
有
す
る
文
書
』

を
返
却
廃
棄
し
よ
う
と
し
た
こ
と
」
に

つ
い
て
、
私
か
ら
懲
戒
請
求
を
起
こ
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
案
か
。

審
査
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
「
７
／
１３
市
長
選
候
補
予
定
者
討

論
会
」
で
の
宮
本
候
補
発
言
に
関
し
、

戸
田
議
員
が
９
月
議
会
の
質
問
準
備
と

し
て
、
文
字
起
こ
し
の
校
正
を
宮
本
市

長
に
文
書
で
要
請
し
た
件
で
、
宮
本
市

長
が
回
答
拒
否
を
決
め
た
が
、
両
幹
部

が
そ
れ
を
戸
田
議
員
に
伝
達
す
る
際
に

２
度
に
わ
た
っ
て
要
請
文
原
本
を
返
却

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、「
市
の
保
有

す
る
文
書
の
保
管
」
を
義
務
づ
け
た
文

書
管
理
規
程
へ
の
違
反
行
為
で
あ
る
と

し
て
懲
戒
請
求
を
起
こ
さ
れ
た
。

　
関
係
者
の
聞
き
取
り
を
順
次

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に

結
論
を
出
す
見
込
み
で
あ
る
。

武田　朋久
（公明党）

　
　
共
産
党
主
張
の
よ
う
な
「
転
売
土

地
入
手
者
に
は
補
助
金
出
さ
ず
」で
は
、

市
は
担
税
力
あ
る
多
数
の
住
民
誘
致
の

良
質
な
共
同
住
宅
建
設
の
誘
導
が
で
き

ず
、雑
居
ビ
ル
を
建
て
ら
れ
た
り
し
て
、

公
益
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
秘
書
広
報
課
の
青
木
課
長
と
総
合

政
策
部
の
大
矢
次
長
が
「
文
書
管
理
規

松本　京子
（公明党）

（無所属）
森　　博孝大倉　基文

（緑風クラブ）

戸田　久和
（無所属）

問答

え
方
と
教
育
行
政
に
望
む
ス
タ
ン
ス
は
。

　
　
総
合
教
育
会
議
で
は
、
首
長
と
協

議
・
調
整
は
行
う
が
、
最
終
的
な
執
行

権
は
教
育
委
員
会
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

中
立
公
正
を
確
保
す
る
こ
と
は
必
要
か

つ
重
要
と
考
え
て
お
り
、
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
て
教
育
行
政
を
進
め
て
い
く
。

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不

登
校
の
人
数
と
そ
の
主
な
要
因
は
。

　
　
２７
年
度
集
計
の
小
学
校
に
お
け
る

３０
日
以
上
の
長
期
欠
席
率
は
、
千
人
当

た
り
全
国
で
９・
７
人
、
府
で
１３
・
７

人
、
本
市
で
は
２４・
１
人
で
あ
る
。
中

学
校
は
、
全
国
で
２９・６
人
、
府
で
３４・

０
人
、
本
市
で
６０
・
４
人
と
な
り
、
全

国
及
び
府
の
平
均
を
大
き
く
上
回
る
。

ま
た
、
そ
の
要
因
は
「
家
庭
に
係
る
状

況
」
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、

直
接
市
の
事
業
と
し
て
婚
活
等
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
た
実
績
は
な
い
。

　
　
機
構
改
革
に
よ
り
少
子
化
・
婚
活

支
援
施
策
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
る
魅

力
発
信
課
は
、
婚
活
支
援
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
ま
ず
、
民
間
や
他
市
の
取
り
組
み

状
況
等
の
調
査
に
加
え
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
、
総
合
的
な
結

婚
支
援
等
に
係
る
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、

必
要
性
や
支
援
の
あ
り
方
を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。
結
婚
等
の
希
望
実
現
に

向
け
環
境
整
備
を
進
め
、
本
市
へ
の
魅

力
の
向
上
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
移

住
・
定
住
を
促
進
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
年
齢
構
成
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
出
生
率
低
下
の
主
な
原
因
で
も
あ

る
急
速
な
未
婚
化
、
晩
婚
化
対
策
と
し

て
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
婚
活
支
援

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
成
果
指
標

を
見
出
す
こ
と
が
困
難
な
ど
課
題
も
多

い
が
、
本
市
の
婚
活
支
援
の
現
状
は
。

　
　
安
定
し
た
市
政
運
営
に
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
年
齢
構
成
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
り
、
婚
活
支
援
も
そ
の
実
現

の
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
活
性
化
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、
過
去
に
、
市
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等

る
。
職
務
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
、Ｍ・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
諸
説
に
よ
れ
ば
、
法
治

制
度
に
よ
っ
て
首
長
は
そ
の
地
位
を
担

保
さ
れ
、
そ
の
法
秩
序
に
の
っ
と
っ
て

い
る
限
り
に
お
い
て
公
務
員
は
首
長
に

従
い
、
職
務
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
正
当
性

が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
議
会
制
民
主
主
義
と
は
、
行
為
の
正

当
性
を
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
手
続

を
踏
み
、
合
意
形
成
し
て
い
く
こ
と
だ

が
、
今
回
の
事
務
事
業
継
続
検
証
審
議

会
の
進
め
方
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
議
会
に
お
け
る
議
論
や
指
摘
を
同

審
議
会
委
員
に
十
分
説
明
す
る
こ
と
で

同
審
議
会
に
お
い
て
適
切
に
審
議
し
て

も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

運
営
に
際
し
て
は
、
独
立
性
・
中
立
性

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
当
性
を

担
保
し
て
い
く
。

　
　
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
公
明

党
が
提
案
し
た
市
債
権
の
一
元
的
管
理

に
つ
い
て
の
進
捗
は
。

　
　
２９
年
４
月
予
定
の
機
構
改
革
に
合

わ
せ
、
納
税
課
の
事
務
に
「
債
権
管
理

の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
」
を
加

え
、
全
庁
的
な
債
権
の
詳
細
を
把
握
し

つ
つ
、
適
正
な
債
権
管
理
に
向
け
た
方

策
の
調
査
研
究
を
考
え
て
い
る
。

　
　
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

服
務
宣
誓
を
し
、
職
務
を
行
っ
て
い

手
当
債
の
活
用
、
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト

な
ど
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
指
摘
の
と
お
り
、
同

基
金
を
活
用
で
き
た
こ
と
も
、
こ
の
緊

急
事
態
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
一
つ
の
要

因
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
新
た
な
政
策
経
費
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
効
果
を

ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
ど
の
よ
う
に
優

先
順
位
を
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
財
源
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
事

業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
と
と
も
に
、

新
た
な
視
点
や
発
想
も
取
り
入
れ
、
事

業
全
体
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
事
業
の
効
果
検
証
に
当
た
っ

て
は
、事
務
事
業
評
価
及
び
施
策
評
価
、

市
民
ご
意
見
番
な
ど
に
よ
り
、
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
こ
と
で

事
業
の
優
先
度
を
見
き
わ
め
つ
つ
、
見

直
し
や
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
大
幅
削
減
の
中
、
１６
年
か

ら
１８
年
の
危
機
的
な
３
カ
年
を
乗
り
越

え
ら
れ
た
の
は
東
市
政
時
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
５０
億
円
以
上
の
財
政
調
整
基
金

が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
手
法
で
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り

切
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
同
基
金
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。

　
　
１７
年
１２
月
に
門
真
市
行
財
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
、
そ
の
後
も
数
度
に
わ

た
り
財
政
健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
改

定
を
行
い
、
未
利
用
地
の
売
却
、
退
職

教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

不
登
校
の
現
状
に
つ
い
て

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

婚
活
支
援
に
つ
い
て

市
債
権
の
管
理
に
つ
い
て

地
方
自
治
に
つ
い
て

ト
ポ
ス
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

へ
の
補
助
の
正
当
性
に
つ
い
て

文
書
不
当
廃
棄
に
よ
る
市
幹
部
に

対
す
る
懲
戒
請
求
に
つ
い
て

問答

問答

問

答 答問

問答

問答

問答問

答

問問 答

答

○議案書の無償提供
　定例会の最終日終了後 、議場前にて議案書の無償提供（先着１０人、１人１
部）を行っていますので、ご希望の方は受付担当者まで、お申し出ください。

本 会 議 常任委員会
受付時間 開催予定時刻の３０分前から
受付場所 市役所本館１階議場前 市役所本館４階議会事務局
定　　員

（先着順）
一般席３２人　　　　
車椅子使用者席３人 １０人

○傍聴の受付など（誰でも無料で傍聴可能）

■平成29年第１回定例会の開催予定（ 　　   ）日程は都合により　
変更となる場合あり

２月 ２７日（月）

午前１０時から

　本 会 議

３月

８日（水） 　本 会 議（代表質問）

９日（木） 　本 会 議
　（代表質問・一般質問）

１３日（月） 　総務建設常任委員会
１５日（水） 　民生常任委員会
１７日（金） 　文教常任委員会
２４日（金） 　本 会 議



議 会 だ よ り　（�）　平成29年2月1日

■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
岡本　宗城（公明党）

１　安心・安全な道路ネットワークについて
　⑴　路面下空洞調査について

　⑵　災害時における救援物資輸送について

内海　武寿（公明党）

１　安心・安全な市民の暮らしについて
　⑴　おおさか特殊詐欺被害防止コールセンターとの連携につい

て

　⑵　通話録音装置の効果や認識、補助について

　⑶　詐欺に遭わない情報提供について

　⑷　特殊詐欺防止対策について

２　健康増進について
⑴  公共施設の受動喫煙防止や禁煙、分煙について

春田　清子（公明党）

１　地方創生の取り組みについて
　⑴　本市の取り組みについて

　⑵　地方創生関連交付金の活用について

２　子育て支援について
　⑴　子ども医療費助成の拡充について

⑵ 　「子育て世代包括支援センター」の設置について

今田　哲哉（緑風クラブ）

１　まちづくりについて
　⑴　まちづくりの考え方について

⑵　まちづくりにおける照明の確保について

吉水　丈晴（緑風クラブ）

１　公民協働について
　⑴　門真市参与と地域調整官について

⑵　（仮称）地域協働センター等について

堀尾　晴真（日本共産党）

１　ＬＧＢＴ（ＳＯＧＩ）などの性的マイノリティの権利保障に
　ついて
　⑴　職員研修の実施状況について

　⑵　専用の相談窓口設置について

　⑶　各種申請書類など公文書の不必要な性別欄の撤廃について

⑷　同性カップルを「結婚に相当する関係」と認定する条例・

要綱について

福田　英彦（日本共産党）

１　危険な老朽家屋及び空き家対策について
　⑴　市民からの要望への対応を含めたこれまでの対策の現状に

　　ついて

　⑵　「建築物等の適正管理に関する条例」施行後の条例に基づ

　　く対策の進捗について

　⑶　「空き家対策特別措置法」に基づく計画策定について

２　中町地区の旧ダイエー跡地に建設中のマンションに対する根
拠のない５億円の助成金支出について

　⑴　旧ダイエー跡地のこれまでの経過について

　⑵　要綱にも明記されず、運用基準もない助成金支出の根拠に

ついて

⑶　建築物の除却を伴うことが要件とする国の問い合わせに対

する回答の問題点について

中道　　茂（自由民主党）

１　ドライブレコーダーについて
　⑴　ドライブレコーダーの普及について

　⑵　安全運転に役立つ使い方について

⑶　公用車におけるドライブレコーダーの設置について

亀井　　淳（日本共産党）

１　学校給食費の無償化について
　⑴　学校給食費を無償にするための財源は幾ら必要かについて

　⑵　学校給食費の無償化についての市の見解について

豊北　裕子（日本共産党）

１　子どもの貧困対策について
　⑴　本市の今後の取り組みについて

池田　治子（自由民主党）

１　学校支援地域本部事業について
　⑴　学校支援地域本部事業の取り組みについて

　⑵　「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰の受賞

について

２　公民協働のあり方について
　⑴　今後の公民協働のあり方について

３　市民への説明責任について
⑴　市長の市民へ対する説明責任について

森　　博孝（無所属）

１　教育委員会制度について
　⑴　新教育委員会制度に対するスタンスについて

２　不登校について
　⑴　門真市の状況について

　⑵　不登校への対応について

　⑶　小中一貫教育について

大倉　基文（緑風クラブ）

１　門真市の財政状況について
　⑴　これまでの財政運営に対する見解について

松本　京子（公明党）

１　障がい者施策について
　⑴　施設の防犯対策について

　⑵　障害者差別解消法の取り組みについて

２　婚活支援について
　⑴　婚活の現状について

　⑵　婚活支援の方向性について

武田　朋久（公明党）

１　公園整備について
　⑴　遊具、器具等について

２　ルミエールホールの改修について
　⑴　設備整備について

３　市債権の管理について
　⑴　今後の方向性について

４　地方自治について
　⑴　政策決定過程の妥当性について

　⑵　具体的事例における適用について

戸田　久和（無所属）

１　園部市政での「住宅建てかえ５億円補助」は担税力ある住民
誘致の公益性ある正当措置であったことについて

２　宮本市長が市の最高規範たる自治基本条例に敬意を払わず違
反しまくっていることについて

３　市長側近幹部が文書の不当廃棄をはかって私から懲戒請求を
受けている事件について

４　市長側近幹部が自治基本条例違反や公文書への虚偽記載、
議会での虚偽答弁を重ねていることついて

５　地域調整官ら２人が緑風クラブの議員の質問と当局の答弁で
不当におとしめられ、宮本市長に不当解雇されたことについて
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※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

公　明　党 自由民主党 日本共産党 緑風クラブ
無
所
属

無
所
属

議
決
結
果

条　　例

議案第79号
門真市地方教育行政の組織及び運営に関する法
律第23条第１項の規定に基づく職務権限の特例
に関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第80号 門真市事務分掌条例の全部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第81号
門真市農 業委員会の選挙による委員の定数条例
の全部 改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第82 号 門真市附属機関に関する条例の一部改正について × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × 否決

議案第83号
一般職の職員の退職手当に関する条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第93号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第98号
門真市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第99号
門真市少人数学級編制の実施に係る任期付市費
負担教員の任用、勤務条件等に関する条例の一
部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

 その他の
議　　案

議案第74号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第75号
公共下水道島頭第１管渠

き よ

築造工事請負契約の一
部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第76号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第77号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第78号 門真市立総合体育館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第84号

平成28年度門真市一般会計補正予算（第７号）
に対する修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 可決

平成28年度門真市一般会計補正予算（第７号）
修正部分を除く原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第85号
平成28年度門真市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第86号
平成28年度門真市公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第87号
平成28年度門真市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第88号
平成28年度門真市水道事業会計補正予算（第２
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第94号 平成28年度門真市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第95号
平成28年度門真市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第96号
平成28年度門真市公共下水道事業特別会計補正
予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第97号
平成28年度門真市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事案件

議案第89号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第90号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第91号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第92号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

決算案件

議案第55号 平成27年度門真市水道事業剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第１号 平成27年度門真市歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 認定

認定第２号 平成27年度門真市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第７号 ホームドアの設置促進を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第８号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 可決

議 員 提 出 
議案第10号 宮本一孝市長に対し注意を促す決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 可決
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１１・１〜２　守口市門真市消防組合議会管外行政調査
　　　　　　飯盛霊園組合議会管外行政調査
　　　　７　大阪府市議会議長会総会
　　８〜９　総務建設常任委員会管外行政調査
　　　　　　民生常任委員会管外行政調査
　　　　１４　近畿地方治水大会　　　　　
　　　　１４〜１５　文教常任委員会管外行政調査
　　　　１５　大阪広域水道企業団議会定例会
　　　　１６　河北市議会議長会
　　　　１８　東部大阪治水対策促進議会協議会総会
　　　　２１　大阪府市議会議長会議員研修会
　　２４〜２５　くすのき広域連合議会管外行政調査
　　　　２８　議会運営委員会
１２・　　２　治水事業促進全国大会・東部大阪治水対策促進
　　　　　　議会協議会中央陳情
　　　　５　議会運営委員会     
　　　　　　本会議（第４回定例会開会）
　　　　６　本会議
　　　　７　総務建設常任委員会
　　　　８　民生常任委員会 

　　１２・　　９　文教常任委員会
　　　　　　１２　議会運営委員会
　　　　　　１５　議会運営委員会
　　　　　　　　本会議
　　　　　　１６　議会運営委員会
　　　　　　　　本会議（第４回定例会閉会）
　　　　　　２６　守口市門真市消防組合議会定例会
　　　　　　２７　くすのき広域連合議会定例会
　　　　　　　　飯盛霊園組合議会定例会
　　　　　　２８　仕事納め
　　１・　　４　仕事始め
　　　　　　１７　議会運営委員会
　　　　　　２３　本会議（第１回臨時会開会）
　　　　　　２４　総務建設常任委員会
　　　　　　２５　文教常任委員会
　　　　　　　　　　　２６　東部大阪治水対策促進議会協議会管内視察
　　　　　　２７　本会議（第１回臨時会閉会）
　　　　３１〜
　　２・　　１

議 会 活 動 日 誌 （平成28年11月1日〜平成29年1月31日）

　　　　　　　　河北市議会議長会総会・管外行政調査

第４回定例会で審議された案件と議決結果 会派名

議員名

議案番号　　　　　　　　　議案名


